
問題を矮小化する「安倍語」 

 

毎日新聞 7 月 30 日夕刊特集ワイドは、またまた「安倍語」を研究する。20 日に登場

したフジテレビのニュース番組で、安倍さんは集団的自衛権行使を火事現場にたとえる。 

「噴飯ものです。火事と、集団的自衛権や

武力の行使を同列に語ることが、信じられ

ません」と首を振るのは第 1 次安倍政権で

内閣官房副長官補を務めた元防衛庁官房

長、柳沢協ニさんだ。 

「この法案は海外で武力を行使し、ある

いは敵の標的となって撃たれ、テロ攻撃の

対象になり得ることを自衛隊にさせる内

容で、火事にたとえられるはずがありませ

ん。火は時に消防士を危険にさらしますが、

日本そのものを燃やそうとの意図は持ち

ません。でも戦争は違う。武力行使された

相手は、必ず自衛隊と日本に反撃するし、

それは同時に国民に危害が及ぶ恐れがあ

ることを意味する。なぜそんなリスクを国民や自衛隊が冒さなければならないのか、安

倍さんの説明はそこがすっぽり抜け落ちているんです」 

今のところ、安倍首相の登場した主要メディア（フジテレビ、BS 日テレ、ニッポン

放送）はいずれも、法案に賛成する新聞社の系列局だ。TBS 執行役員で、報道番組「報

道特集」キャスターの金平茂紀さんは「たとえが稚拙とかよりも、安倍さんにそういう

舞台を提供することのほうが僕は深刻だと思う」と目を怒らせた。金平さんが思い出し

たのは安倍首相の大叔父・佐藤栄作首相。退陣会見で「新聞は嫌いだ。国民に直接話し

たい」と一人、テレビカメラだけに向かって話し続けた。「テレビは自分や政府の言い

たいことを伝える道具としか思っていない。国営放送を宣伝機関に使う独裁国家と同じ

メディア観で、安倍さんも同じ」 

支持率の高い安倍政権にメディアが萎縮している、と言われて久しいが、金平さんは

「違う。メディアが安倍政権に自ら隷従しようとしているだけです。安倍さんに、説明

にならない説明をさせるために番組を長時間、提供してしまったことが証左です。国民

の知る権利に資するメディアの役割を、これらの番組が果たしたか。答えは国民が一番

よく分かっているでしょう」。 



「安倍語」の正体をえぐり出せるかどうか。追及する野党だけでなく、メディアも注

視されている。 

 

 「安倍語」については前にもレポートしたが、説明の稚拙さに目を向けがちであった。

金平さんが言うように、「舞台を提供したのはメディア」であり、メディアの責任も問

われている。さすが鋭い。 

 

                               (2015年8月4日) 


